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 第 4 章では，1970 年代中半から 80 年代にかけて，アメリカやドイツにおいて提起され
てきた体育における人間形成的学習を対象に，それらを明らかにし批判的に検討した。さ
らに，1990 年代初頭以降，先進諸国では，大規模な教育改革に連動して学校体育改革が行
われたが，そこで提案されたニュージーランドとアメリカのナショナルカリキュラムに示
された人間形成的学習を明らかにし批判的に考察した。また，進展する情報化や国際化の
中で，大きく変動する社会と経済不況に影響され，道徳的に荒廃する子どもが増大するア
メリカ社会の状況下で，体育という教科で子どもの人間形成を担う「体育における責任学
習論」が提起，実践されるようになるが，この「体育における責任学習論」の内実を目標
と学習内容，教授方略の点から明確にし詳細に検討した。 
 結章では,これまでの考察を経て,体育における人間形成の構造は「めざされるべき人間
像の下で，人間形成に関わる意図的な教授方略を媒介にしながら，学習者が主体として客
体たるスポーツ文化の総体に働きかけ，そこに自己を対象化し主－客の弁証法的相互作用
の中で，スポーツ文化の総体の中から，スポーツ文化の内実を批判的に吟味しながら，そ
れらをわがものとして獲得し，自己を変革・形成する活動であり，同時に新たな客体を創
造していくという一連の相互作用的な社会的過程である」ことを明らかにした。 
